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（百万円未満切捨て） 
１．平成 22 年 12 月期第２四半期の連結業績（平成 22 年１月１日～平成 22 年６月 30 日） 
（１）連結経営成績（累計）                                          （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 

22 年 12 月期第２四半期 13,380     － 684     － 689     － 267      － 
21 年 12 月期第２四半期 13,788  △3.7 721  73.5 734  75.8 360   155.4 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜 在 株 式 調 整 後 
１株当たり四半期純利益 

 円   銭 円   銭 

22 年 12 月期第２四半期 6.68    －     

21 年 12 月期第２四半期 9.02    －     

平成 21 年 12 月期は、決算期変更に伴い９カ月の変則決算となっております。従いまして、平成 21 年 12 月期第

２四半期の期間は平成 21 年４月１日～平成 21 年９月 30 日となっておりますので、平成 22 年 12 月期第２四半

期の対前年同四半期増減率については記載しておりません。なお、前年同期比較の詳細につきましては［添付資

料］２ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報」をご覧下さい。 

（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

22 年 12 月期第２四半期 35,642   28,143 79.0   703.64    
21 年 12 月期 35,358 27,979 79.1   699.52 

(参考)自己資本 22 年 12月期第２四半期       28,143 百万円 21 年 12月期       27,979 百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭    
21 年 12 月期 － 5.00 － 2.50 7.50    
22 年 12 月期 － 5.00       

22 年 12 月期(予想)   － 5.00 10.00    

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成 22 年 12 月期の連結業績予想（平成 22 年１月１日～平成 22 年 12 月 31 日） 

（％表示は対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円   銭 

通  期 29,200  － 1,700   － 1,700   － 900   － 22.50   

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：無 

前期は決算期変更に伴い、９カ月間の変則決算となっております。このため通期業績予想の対前期増減率は記載しておりません。 



 

 

４．その他  （詳細は、［添付資料］４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：無 

② ①以外の変更 ：有 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計

処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 22 年 12 月期２Ｑ 40,000,000 株 21 年 12 月期 40,000,000 株 

② 期末自己株式数 22 年 12 月期２Ｑ 2,665 株 21 年 12 月期 2,264 株 

③ 期中平均株式数(四半期累計) 22 年 12 月期２Ｑ 39,997,521 株 21 年 12 月期２Ｑ 39,998,234 株 

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短
信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり
ます。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、［添付資
料］４ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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※ 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料等につ

いては、開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定です。 

・平成 22 年９月８日（水）・・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 
(注)決算期変更に伴い、前連結会計年度の第 2 四半期は平成 21 年 4 月１日～平成 21 年 9 月 30 日となりますが、以下で

は業績比較を容易にするため、実質的な前年同期である平成 21 年１月１日～平成 21 年６月 30 日との比較について
記載しております。 

 

増 減  前年同期（参考） 

（自 平成 21 年１月 １日 

  至 平成 21 年６月 30 日) 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成 22 年１月 １日 

  至 平成 22 年６月 30 日） 
金 額 伸率 

 

売 上 高 

営 業 利 益 

経 常 利 益 

四 半 期 純 利 益 

百万円 

14,053 

778 

781 

303 

百万円 

13,380 

684 

689 

267 

百万円 

△672  

△93  

△91  

△36  

％ 

△4.8 

△12.0 

△11.7 

△11.9 

当第２四半期連結累計期間の売上高は、管工機材製品の大幅な減少により、133 億８千万円(前年同期比

4.8％減)となりました。 

利益につきましては、引続き中期経営計画の着実な実行を目標に掲げ、経費削減ならびに効率化を進めまし

たが原材料価格の上昇を吸収することができず、営業利益は６億８千４百万円（同 12.0％減）となりました。 

四半期純利益は、減損損失を計上したことなどにより２億６千７百万円（同 11.9％減）となりました。 

 

事業部門別の業績の状況は次のとおりであります。           （単位:百万円） 
売上高 営業利益 

事業部門 
前年同期 当四半期 増減 前年同期 当四半期 増減 

管 工 機 材 

ラ イ フ サ ポ ー ト 

成 形 材 

環 境 ビ ジ ネ ス 

8,919 

3,697 

1,282 

153 

7,944 

3,807 

1,494 

134 

△975 

109 

211 

△18 

571 

349 

△44 

△98 

168 

501 

92 

△77 

△403 

151 

137 

20 

合  計 14,053 13,380 △672 778 684 △93 

(注)新システムの導入に伴い、第 1 四半期連結会計期間より事業部門別業績は従来の販売ルート別から製品群別の管理

に変更しております。なお、前年同期の売上高および営業損益も、これにあわせて組み替えております。 

（管工機材部門） 

管工機材関連製品は建築設備分野に持ち直しの兆しが見えてきましたが、下水道分野は依然として需要の

減少が続きました。この結果、管工機材部門全体の売上高は 79 億４千４百万円（前年同期比 10.9％減）と

なりました。営業利益については、稼働率の大幅な低下に加えて原材料価格の上昇によるコスト増加により、 

１億６千８百万円（同 70.5％減）となりました。 

（ライフサポート部門） 

家庭用日用雑貨品は消費減退の影響を受けて減少しましたが、主力の介護・福祉関連製品は概ね堅調に推

移しました。この結果、ライフサポート部門全体の売上高は 38 億７百万円（前年同期比 3.0％増）となり

ました。営業利益につきましては、コスト削減の効果などにより５億１百万円（同 43.3％増）となりまし

た。 

（成形材部門） 

エラストマーコンパウンドは、国内外ともにユーザーの需要が回復傾向となったこと、および新規用

途開拓の成果が出はじめたことなどから、売上高は前年同期に比べて大幅に増加しました。特定需要家

向け合成樹脂成形製品は微増となりました。この結果、成形材部門全体の売上高は 14 億 9 千４百万円

（前年同期比 16.5％増）、営業利益は９千２百万円と前年同期に比べて改善いたしました。（前年同期

は４千４百万円の損失） 

（環境ビジネス部門） 

環境用品はオフィス向け需要に下げ止まりの兆しが見られましたが、民間向け需要の減少が続き、環

境ビジネス部門全体の売上高は１億３千４百万円（前年同期比 12.1％減）となりました。営業損益は、

７千７百万円の営業損失となりました。（前年同期は９千８百万円の営業損失） 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

増 減  前連結会計年度末 

(平成 21 年 12 月 31 日) 

当第２四半期連結 

会計期間末 

(平成 22 年６月 30 日) 
金 額 伸率 

 

総 資 産 

負 債 の 部 

純 資 産 の 部 

百万円 

35,358 

7,378 

27,979 

百万円 

35,642 

7,498 

28,143 

百万円 

284 

119 

164 

％ 

0.8 

1.6 

0.6 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は 356 億４千２百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億

８千４百万円増加しました。資産の部は流動資産が８億４千１百万円増加し、固定資産が５億５千７百

万円減少しました。流動資産は、受取手形及び売掛金が８億７千万円減少し、現金及び預金(関係会社

預け金を含む)が 13 億１千１百万円、棚卸資産が２億２千６百万円いずれも増加しております。 

負債の部合計は 74 億９千８百万円となり、前連結会計年度末に比べて１億１千９百万円増加しまし

た。 

純資産の部合計は 281 億４千３百万円となり、前連結会計年度末に比べて１億６千４百万円増加しま

した。これは利益剰余金などの増加によるものであります。 

 

 

 

前年同期（参考） 

（自 平成 21 年１月 １日   

  至 平成 21 年６月 30 日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成 22 年１月 １日   

    至 平成 22 年６月 30 日） 

 

営業活動によるキャッシュ･フロー 

投資活動によるキャッシュ･フロー 

財務活動によるキャッシュ･フロー 

現金及び現金同等物四半期末残高 

百万円 

2,315 

△485 

△307 

9,438 

百万円 

2,021 

△537 

△133 

10,960 
(注)決算期変更に伴い、前連結会計年度の第２四半期は平成 21 年 4 月１日～平成 21 年９月 30 日となりますが、ここ

では業績比較を容易にするため、実質的な前年同期である平成 21 年１月１日～平成 21 年６月 30 日との比較につ

いて記載しております。 

 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は期首に比べて 13 億５千 1 百万円

増加し、109 億６千万円となりました。 

営業活動により得られたキャッシュ・フローは、20 億２千１百万円の収入（前年同期比２億９千３

百万円の収入減）となりました。主な収入の要因は税金等調整前四半期純利益５億４千７百万円、減価

償却費８億４千２百万円、売上債権の減少８億７千万円などであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出など５億３千７百万円の支出（前

年同期比５千１百万円の支出増）となりました。 

財務活動のために使用したキャッシュ・フローは、配当金の支払額など１億３千３百万円の支出（前

年同期比１億７千４百万円の支出減）となりました。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が当初予想を下回ったものの、利益面ではほぼ当初予

想の範囲内で推移しました。しかし、今後の当社グループを取り巻く環境は厳しさを増すものと予想

しております。特に管工機材製品は、住宅着工戸数が低水準で推移していること、下水道分野の需要

減少が続いていること、および原材料価格の高止まりが予想されることなど、先行き不透明な状況と

なっております。 

このような状況を打開するため、特色のある新製品の投入促進や原材料価格上昇分の製品価格への

転嫁を進め、当初計画した利益の確保に努力いたします。 

以上を勘案し、現時点では通期業績予想の修正は行っておりません。 

 

２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限

定する方法によっております。 

（特有の会計処理） 
     該当事項はありません。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（棚卸資産の評価方法の変更） 

従来、当社は総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切

り下げの方法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より移動平均法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）に変更いたしました。 

これは、基幹業務に係る新しい情報システムを導入したことにより、従来に比べ、製造・物流

部門を統合したきめ細かい棚卸資産の管理が可能となったため、より適正な在庫評価・期間損益

の算出を行うためであります。 

この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

 

 



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,320 1,244 

受取手形及び売掛金 8,324 9,195 

商品及び製品 3,019 2,917 

仕掛品 414 252 

原材料及び貯蔵品 833 871 

関係会社預け金 9,640 8,405 

その他 506 319 

貸倒引当金 △66 △54 

流動資産合計 23,992 23,151 

固定資産   

有形固定資産   

土地 4,427 4,427 

その他（純額） 6,018 6,362 

有形固定資産合計 10,445 10,789 

無形固定資産 546 585 

投資その他の資産   

投資有価証券 321 407 

その他 365 452 

貸倒引当金 △29 △27 

投資その他の資産合計 657 831 

固定資産合計 11,649 12,207 

資産合計 35,642 35,358 

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,041 4,293 

1年内返済予定の長期借入金 22 22 

未払法人税等 456 194 

賞与引当金 14 129 

その他 2,096 885 

流動負債合計 5,631 5,525 

固定負債   

長期借入金 59 70 

退職給付引当金 193 205 

その他 1,615 1,577 

固定負債合計 1,867 1,853 

負債合計 7,498 7,378 
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（単位：百万円）

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,220 4,220 

資本剰余金 3,542 3,542 

利益剰余金 20,343 20,176 

自己株式 △1 △1 

株主資本合計 28,105 27,938 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 38 40 

評価・換算差額等合計 38 40 

純資産合計 28,143 27,979 

負債純資産合計 35,642 35,358 
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（２）四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 13,788 13,380 

売上原価 9,244 8,876 

売上総利益 4,543 4,504 

販売費及び一般管理費 3,822 3,819 

営業利益 721 684 

営業外収益   

受取利息 40 29 

受取配当金 3 3 

雑収入 18 36 

営業外収益合計 62 69 

営業外費用   

支払利息 21 17 

売上割引 18 5 

環境整備費 － 24 

雑損失 9 17 

営業外費用合計 49 64 

経常利益 734 689 

特別利益   

投資有価証券売却益 － 12 

固定資産売却益 － 0 

ゴルフ会員権売却益 － 1 

貸倒引当金戻入額 10 － 

特別利益合計 10 14 

特別損失   

減損損失 － 132 

固定資産除売却損 23 16 

投資有価証券評価損 － 7 

特別損失合計 23 156 

税金等調整前四半期純利益 720 547 

法人税、住民税及び事業税 330 419 

法人税等調整額 29 △138 

法人税等合計 359 280 

四半期純利益 360 267 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 720 547 

減価償却費 795 842 

減損損失 － 132 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1 △12 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7 0 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △74 13 

受取利息及び受取配当金 △44 △32 

支払利息 21 17 

賞与引当金の増減額（△は減少） △7 △114 

製品回収引当金の増減額（△は減少） △4 △2 

固定資産除売却損益（△は益） 23 15 

投資有価証券評価損益（△は益） － 7 

投資有価証券売却損益（△は益） － △12 

ゴルフ会員権売却損益（△は益） － △1 

売上債権の増減額（△は増加） 1,449 870 

たな卸資産の増減額（△は増加） 333 △226 

仕入債務の増減額（△は減少） △662 △1,251 

その他の資産・負債の増減額 75 1,351 

小計 2,616 2,146 

利息及び配当金の受取額 44 32 

利息の支払額 △1 △1 

法人税等の支払額 △215 △156 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,443 2,021 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △10 － 

定期預金の払戻による収入 20 40 

固定資産の取得による支出 △531 △640 

固定資産の売却による収入 － 0 

固定資産の除却による支出 △10 △28 

ゴルフ会員権の売却による収入 － 1 

投資有価証券の取得による支出 △3 △2 

投資有価証券の売却による収入 － 92 

その他 3 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △531 △537 
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △11 △11 

配当金の支払額 △279 △99 

自己株式の取得による支出 － △0 

その他 △14 △22 

財務活動によるキャッシュ・フロー △305 △133 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,607 1,351 

現金及び現金同等物の期首残高 8,757 9,609 

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,364 10,960 
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（４）継続企業の前提に関する注記 
 当第２四半期連結累計期間（自 平成 22 年１月１日  至 平成 22 年６月 30 日） 

該当事項はありません。 
 
（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第２四半期連結累計期間（自 平成 22 年１月１日  至 平成 22 年６月 30 日） 

 該当事項はありません。 

 




